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１．研究の背景
１）はじめに
　乳幼児期における身体的・精神的な発達は、著し
い速度で獲得されていく。なかでも言語の発達は、
外界から様々な刺激を受けながら、生後約１～２年
の間に急速に獲得される。クーイング・喃語といっ
た前言語期、始語（初語）から１語文や２語文、多
語文などの言語獲得期という順序は、出生後からあ
る程度の規則性に従って獲得されるのに対し、その
獲得する速度には個人差がある。稀に先天性の疾患
を持つ乳幼児や、コミュニケーション不足などの対
人的問題によって言語発達につまずきを生じてし
まった場合は、有意味語の出現が遅れるなど、語彙
の増加が進まない状態になることが多い。
　それらの言語獲得の過程において最も基礎となる
のは前言語期であるが、乳幼児音声の音響的特徴に
関する研究は少なく、これらの値を推定したという
報告もほとんどなかった１）。しかし、乳幼児の音声
研究への関心の高まりとともに、音響分析機器の発
展も目覚ましく、様々な分析方法を用いた研究が行
われるようになってきた。乳幼児の音声研究の多く
は欧米圏であり、英語を母語とした乳幼児が対象で
あった。麦谷（2004）によると、言語獲得過程その
ものは母語に特化する過程であり、言語獲得過程は
母語となり得る言語の数だけ存在すると述べてい
る 2）。そのため、日本語に独特の音節、音韻、リズム、
アクセントを考えると、単純に英語圏の言語獲得過
程がそのまま当てはまるとは考えがたい。このよう
な背景を受け、日本語を母語とする乳幼児の音声研
究が盛んに行われるようになってきている。
　乳幼児の音声研究においては、いくつかの研究方
法があり、それぞれ利点や欠点がある。まず、乳幼
児の音声を実験的環境下において収録する方法と、
家庭内などの日常的な環境下において収録する方法
である。実験的環境下であれば、防音室を使用する
など、周囲の雑音等を遮断することでより質の高い
音声を収録することができる。その反面、特殊な環
境設定に違和感や不安を乳幼児に抱かせてしまう可
能性があり、普段のような発話が望めないことがあ
る。一方、日常的な環境下において収録すると、周
囲からの雑音や対象となる乳幼児以外の音声（同胞
など）が混入する可能性はあるが、ごく自然な発話
を収録することが期待できる。そこで、今回の研究
では日常的な環境下にて、自然なふれあいの中で採
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取した乳幼児の有意味語をもとに、音声の周波数解
析によって得られたデータを分析し、定型発達児の
言語発達形成過程を検討した。
２）言葉の獲得まで
　乳幼児期の言語の形成過程には、有意味語ではな
い発声をする前言語期と呼ばれる時期がある。生後
直後から生後１～２ヵ月は、空腹感やオムツが濡れ
ているなどの不快感を、ただ泣くという行為によっ
て表現するだけにとどまる。この頃の新生児の発声
器官は成人のものとは大きく異なり、むしろ霊長類
の発声器官と似た構造をしている３）。新生児の声道
は、咽頭蓋が軟膏蓋と接し、咽頭腔が口腔に比べて
非常に短く、それにあわせて舌が前後方向に長細く
広がっているため、声道の形状や狭め位置の変化が
つけにくい。そのため発声可能な音声の種類が極端
に限定されるのである。
　生後２ヵ月を過ぎたあたりから、「アー」とか
「ウー」という母音のみを使用したクーイングが盛
んに出始める。しかし、まだこの時期では舌の可動
性が増すのみで、声道の共鳴についてはそれほど発
達していないが、養育者の呼び掛けに音声で反応し
たり、音声模倣ともいえる現象がみられるようにな
る。
　生後３～８ヵ月頃になると、喃語に類似した不完
全な喃語を発するようになる。小嶋（1993）による
と、この時期の声道の特徴はヒトに特有な喉頭の下
降がみられるようになり、喉頭と鼻咽頭が離れ、口
腔と鼻腔が分離されることによって、声道は共鳴腔
としての役割を十分果たせるようになると述べてい
る４）。
　生後10ヵ月頃になると標準的な喃語を発するよう
になり、養育者もわが子が言葉を話し始めたと実感
するようになる。喃語とは、乳児が発する意味の
ない声と定義され、言語を獲得する前段階で、声
帯の使い方や発声される音を学習していると考え
られている。この段階では、乳幼児は養育者が話
す言葉や周囲の音を聴覚によって取り入れるため、
子どもに合わせた特徴的な語りかけ（マザリーズ，
motherese）が重要な役割を果たすようになる。こ
れにより、「マママ」や「バババ」などの多音節か
らなる音を反復的に発声するようになり、その後1
歳前後になると初語が出現する。この初語の出現以
降、食べ物を欲しがる時に「マンマ」と言ったり、
車を見て「ブーブー」と言うなど、意味のある単語
を話すようになる。これが有意味語の出現であり、
子どもは3歳になるまでにおよそ1000語の単語を獲
得する。それでは子どもはどのようにして単語を覚
えるのだろうか。
　梶川（2008）によると、言葉を使うことができな
い子どもが単語を獲得する流れは、おおまかに次の
３つの過程に分けることができるとしている５）。ま
ず、①連続する言語音声から単語を切り出す、②音
韻とその組み合わせである単語の正確な形を覚え
る、③「音韻の組み合わせ」としての単語をその意
味（指示対象）と結びつける、である。子どもが①
の単語の切り出しをするためには、大人の話しか
けから単語を聞き取ってもらう必要がある。その
単語を繰り返し繰り返し聞くことで、単語の持つ
音の高低や速度、強さ、長さの情報（プロソディ、
prosody）を手掛かりとして覚えていく。このよう
に、親など大人の話しかけは言語獲得の初期にはと
ても重要で、特に大人が子どもに対して単独で発話
した単語は子どもにとって獲得しやすいといわれて
いる６）。
　
３）用語の定義
（1）フォルマント…音波が円筒管のような音響管
（声道）を通過すると、ある周波数を持つ音波が強
められ、ある周波数を持つ音波は弱められるという
共鳴現象が起こる。この共鳴によって強められた周
波数をフォルマントと呼び、周波数の低いほうから
第１フォルマント（以下、F1と呼ぶ）、第２フォル
マント（以下、F2と呼ぶ）、第３フォルマント（以
下、F3と呼ぶ）……と続く。母音を区別する場合、
F1からF3のフォルマント周波数で空間的に表現さ
れることもあるが、実際にはF1とF2の２つの周波
数を用いた２次元の母音図がもっとも広く用いられ
ている７）。さらに、音響的特徴に影響を与える声道
の長さに関しては、乳幼児は成人の声道よりも短く
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形状も異なるため、単に乳幼児を大人のミニチュア
として捉えてはならない。そのため、F1-F2母音図
も、成人男性、成人女性、子どもと分けて考えなく
てはならない。また、同じ年代や性別であっても、
各母音が示すF1-F2の母音の領域には幅がある。日
本語5母音のF1-F2母音図を図１に示す。
図１　日本語５母音のF1-F2母音図（中川，1980）
　また、粕谷ら（1968）の研究によって示された成
人男性、成人女性、こども（７歳から12歳）の日本
語５母音のフォルマント周波数（F1からF3）から
表１を作成した８）。今回の研究では、この表１のフォ
ルマント周波数のデータを用いて分析したが、対象
児の年齢が１歳10か月であったため、声道の長さが
基本周波数の相対値を決定することを考えると、表
１のこどもの数値よりやや周波数が高くなることが
予想される９）。
表１　日本語の5母音のフォルマント周波数【Hz】
（粕谷，1968）
　舌の位置は母音の種類によって特徴的に変化す
る。舌の位置が口唇側の母音を前舌母音、声帯側を
後舌母音と呼び、舌の位置が高い（口径が狭くなる）
と高母音（または狭母音）、逆に低い位置（口径が
広くなる）と低母音（または広母音）と呼び、図２
のように舌の位置とF1、F2の周波数には密接な対
応関係があることがわかっている10）。城生（1998）
によると、①F1は開口度と対応しており、狭母音
ほど値が低く、順次開口度が増大するにつれて値が
大きくなる、②F2はほぼ舌の前後の位置と対応し
ており、前舌母音ほど値が高く、舌が後退するにつ
れて値が低くなると述べている11）。
図２　舌の位置とフォルマントの関係（桐谷，1993）
（2）ピッチ…音高（声の高さ）、もしくは音の物理
的高さのことで、基本周波数F0（Hz）とも呼ばれる。
音声波形の振動周期によって変化する。男性は一般
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的に振動周期間隔が広いため声は低くなり、女性や
乳幼児は間隔が狭いので声は高くなる。男性の一般
的な基本周波数は約120Hz、女性は約225Hz、幼児
では約300Hzだが、その幅は広いと言われている 12）。
（3）インテンシティ…音圧レベルの大きさのこと
で、デシベル（dB）で表す。音圧が大きいほど大
きな音として認識される。
２．研究目的
１）親の語りかけによって音声模倣された定型発達
児の有意味語を音声解析し、語りかけの影響によ
るフォルマント周波数やピッチの音響的変化があ
るかどうかを明らかにする。
２）親の語りかけによって音声模倣された定型発達
児の有意味語を音声解析し、ピッチやインテンシ
ティ、音の長さから、プロソディの特徴を明らか
にする。
３．研究方法
１）調査対象者
　１歳10か月の定型発達の男児（出生週数39週６日、
出生体重3040g）とその父親
２）実施場所
　対象児の自宅にて音声収録を実施した。
３）実施日
　2015年７月31日
４）使用機材
　（1）エレクトレット　コンデンサー　マイクロ
フォン：SONY製　ECM-77B/9X
　（2）ポータブル　マルチトラック　レコーダー：
　　　TASCAM製　DR-680　（24bit、44.1kHz　
　　　ステレオ形式　wavファイルにて録音）
　（3）ステレオヘッドフォン：SONY製 MDR-Z1000
５）使用ソフト
　（1）「spwave」： 収録したwavファイルから対象
となる音声部分を切り出して保存するために
使用。
　（2）「Praat」：切り出した各wavファイルからフォ
ルマント周波数F1・F2、ピッチ、インテンシ
ティの数値を解析するために使用。
６）音声収録方法
　周囲の音を極力遮断するために個室を使用し、そ
の室内で父親と対象児におもちゃなどを使用して20
分間ほど遊んでもらった。父親が特定の単語を対象
児に語りかけ、音声模倣によって対象児が発声する
のを待った。対象児が発声を出している間、もしく
は発声しそうな時には、父親が声をなるべく出さな
いように配慮した。収録用のピンマイクは基本的に
は対象児の胸元に取り付けるが、対象児がピンマイ
クを口に入れてしまったり、気になってマイクを外
してしまう場合には、必要に応じて対象児の肩や肩
甲骨辺りにピンマイクを取り付けた。また、ピンマ
イクのコードが対象児の足に絡まって転倒しないよ
うに、コードの長さに配慮した。
　音声収録にはDR-680を使用し、オートレック機
能（一定レベルの入力音を検出すると自動で録音を
開始し、一定時間の無音部分を検出すると録音を一
時停止する）をオンに設定して収録を開始した。解
析に必要なデータ量が収録できた時点で録音を終了
した。
７）喃語の抽出・切り出し作業
　録音された音声ファイルから対象児の音声と父親
の音声を一単語ごとに切り出してwavファイルとし
て保存した。切り出す音声は、泣き声や笑い声、奇
声などは除外した。また親子同士の音声の重なりや
周囲の強い雑音と音声が重なっている場合も除外と
した。
８）フォルマント周波数の解析
　抽出されたwavファイルをPraat objectのReadか
ら開き、View＆Editコマンドで音声の波形データを
表示した。Spectrum、Pitch、Formant、Intensityの
それぞれのタグから、Show　Spectrogram、Show 
Pitch、Show　Formant、Show Intensityにチェック
をいれて、スペクトログラム、ピッチ、フォルマン
ト、インテンシティを表示した。音声波形データ中
のピッチが表示されている範囲の中心部約0.05sec
間をドラッグし、その範囲のF1、F2、ピッチ、イ
ンテンシティの平均値を解析した。またスペクト
ラムグラムから単語全体の音声波形の継続時間
（duration）や「ダッコ」などの「ッ」のような促
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音にみられる波形間のstop gapを計測した。
４．倫理的配慮
　対象児の保護者に研究の概要と方法、研究調査協
力の任意性と撤回の自由、データの取り扱いに関す
る個人情報の保護や匿名性について口頭と文書で説
明し、同意を得た。また、記入された研究調査協力
同意書のコピーを渡した。
５．結果
　収録した音声データより、父親の語りかけによっ
て対象児が音声模倣した単語の中から、次の３種類
の単語「パパ」、「ハイ」、「ダッコ」を研究対象とし
た。単語単位で切り出した対象児のデータ数は、「パ
パ」が８語、「ハイ」が５語、「ダッコ」が７語、「コ
レワ」が６語であった。語りかけた父親の単語は各
１語ずつ切り出しをした。
１）「パパ」のフォルマント周波数（F1、F2）とピッ
チの解析結果
　父親の「パパ」１語と対象児の「パパ」８語に対
してF1、F2、ピッチの周波数の解析を行い、対象
児に関してはF1、F2、ピッチの平均値と標準偏差
（SD）を算出した。その結果を表２に示す。
 
　「パパ」では、同じ「パ」の音が２回繰り返され
る。表２から「パ１」と「パ２」の/a/の母音には、
父親と対象児ともにF1、F2、ピッチの平均値に大
きな差異はみられなかった。ピッチに関しては、父
親、対象児ともに前述した平均的な数値に近い数値
であり、SDの値も小さかった。しかし、対象児の
F1、F2のSDの値にはばらつきがみられた。
　表1より/a/の母音に関しては、成人男性とこど
ものF1、F2数値の差は、F1は約300、F2は約500と、
他の母音に比べると大きい傾向にある。表２から今
回のデータで比較すると、/a/である「パ１」と「パ２」
では、父親と対象児のF1、F2数値の差は、F1が約
180～210、F2が約250～370と、差がやや小さかった。
次に、F1を横軸、F2を縦軸とし、表1のこどものデー
タから作成した母音図に、父親と対象児のF1、F2
の周波数をプロットしたものを図３、図４に示す。
表２　「パパ」のF1、F2、ピッチの解析結果
図３　「パパ」の「パ1」のF1、F2母音図
図４　「パパ」の「パ２」のF1、F2母音図
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　図３、図４より、対象児の「パ１」では、対象児
の母音は/a/よりも/o/の領域に向かってプロットが
広がっているが、「パ２」では/a/の領域にプロット
が集中しているのがわかる。また、父親との周波数
の位置関係をみると、「パ１」と「パ２」のどちら
も父親の周波数と近接している音があり、父親のプ
ロット位置から右上に広がっている傾向にあるのが
わかる。
２）「ハイ」のフォルマント周波数（F1、F2）とピッ
チの解析結果
　父親の「ハイ」１語と対象児の「パパ」５語に対
してF1、F2、ピッチの周波数の解析を行い、対象
児に関してはF1、F2、ピッチの平均値と標準偏差
（SD）を算出した。その結果を表３に示す。
　「ハイ」では、父親の「イ」が/i/よりも/e/に近
い数値を示した。対象児も同様に/e/に近い数値と
なった。表１の平均値よりもF1の数値が高く、F2
の数値が低い傾向にあった。これは舌の位置が低く、
後退している後舌低母音であったといえる。対象児
のF1、F2のSDに関しては、ばらつきはみられたも
のの、「イ」のF1ではSDは低い数値を示した。これ
は「イ」を発声する時の舌の高さが、毎回あまり変
動していなかったことを示している。ピッチに関し
ては父親、対象児ともに数値は平均的であり、SD
の値も小さかった。
　表３から父親と対象児のF1、F2数値の差をみる
と、/a/である「ハ」では父親と対象児のF1、F2数
値の差は、F1が34、F2が648と、F1での数値の差が
小さかった。表１より/i/の母音に関しては、成人
男性とこどものF1、F2数値の差は、F1は約130、F2
は約950と、他の母音に比べるとF1の差は小さくF2
の差は大きい傾向にある。表3から今回のデータで
比較すると、/i/である「イ」の父親と対象児のF1、
F2数値の差は、F1が162、F2が-113と、F2について
は父親よりも対象児の方が平均値が低くなった。
次に、父親と対象児のF1、F2の周波数をプロット
したものを図５、図６に示す。
　図５、図６より、対象児の「ハ」は、大きく外れ
た音もみられているが、おおむね/a/から/e/の領域
にプロットが広がっている。また、「イ」では/i/の
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図５　「ハイ」の「ハ」のF1、F2母音図
図６　「ハイ」の「イ」のF1、F2母音図
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領域から大きく外れ、/e/から/o/の領域に集中して
いるのがわかる。父親との周波数の位置関係をみる
と、「ハ」は父親の周波数の右上に点在し、「イ」は
父親の周波数に比較的近い位置に集中しているのが
わかる。
３）「ダッコ」のフォルマント周波数（F1、F2）と
ピッチの解析結果
　父親の「ダッコ」１語と対象児の「ダッコ」７
語に対してF1、F2、ピッチの周波数の解析を行い、
対象児に関してはF1、F2、ピッチの平均値と標準
偏差（SD）を算出した。その結果を表４に示す。
表４　「ダッコ」のF1、F2、ピッチの解析結果
　始めに「ダッコ」には、「ッ」のような促音が間
に入る。この「ッ」の部分は、閉鎖による無音の状
態となるため、音声の波形上は全く音を伴わない。
このような音を伴わない閉鎖による無音のギャップ
をstop gapと呼ぶ13）。そのため、「ダッコ」におい
てはF1、F2、ピッチの解析は「ダ」と「コ」の2つ
とした。
　「ダッコ」では、父親のF1、F2はほぼ平均的な数
値をとった。対象児に関しては、「ダ」のF1の数値
が低く、「コ」のF1、F2の数値が高かった。これは
対象児の「ダ」では舌の位置が高く、「コ」では舌
の位置が低く、前に位置する前舌低母音であったと
いえる。対象児のF1、F2のSDに関しては、ややば
らつきはみられる程度であった。ピッチに関しては
父親、対象児ともに数値は平均的であり、SDの値
も小さかった。
　表４から父親と対象児のF1、F2数値の差をみる
と、/a/である「ダ」では父親と対象児のF1、F2数
値の差は、F1が-47、F2が463と、F1での数値が父
親より対象児の方が小さかった。表１より/o/の母
音に関しては、成人男性とこどものF1、F2数値の
差は、F1は約40、F2は約240と、他の母音に比べる
とF1の差は小さい。表４から今回のデータで比較
すると、/o/である「コ」の父親と対象児のF1、F2
数値の差は、F1が214、F2が721と、F1、F2ともに
平均的な差よりも大きいことがわかった。
　次に、父親と対象児のF1、F2の周波数をプロッ
トしたものを図７、図８に示す。
図７　「ダッコ」の「ダ」のF1、F2母音図
 
図８　「ダッコ」の「コ」のF1、F2母音図
　図７、図８より、対象児の「ダ」は、/u/や/o/の
領域近くから/a/-/e/間に広がっている。また、「コ」
では/o/の領域から/a/に向かって広がっている。父
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親との周波数の位置関係をみると、「ダ」では父親
よりも低いF1がみられるものの比較的父親の周波
数の周囲に広がり、「コ」では父親の右上に広がる
ように点在している。
４）ピッチ、インテンシティ、音の長さの解析
　プロソディとは、ピッチとして聴取される基本周
波数、音の強弱として聴取されるインテンシティ、
そして長さとして聴取される持続時間というパラ
メータによって伝えられる音声の超分節的特徴と定
義される14）。今回の研究では、音の高さを表すピッ
チや音の大きさを表すインテンシティ、音の長さの
３パラメータの測定により、プロソディの特徴を調
べた。語頭の音と語尾の音のピッチ、インテンシティ
を比較して増減率を算出した。増減率が100％を超
える場合、語尾にピッチやインテンシティが強調さ
れているとする。「パパ」の各パラメータの結果を
表５に示す。
表５　「パパ」のピッチ、インテンシティ、音の長さ
　父親の「パパ」では、語尾にピッチとインテンシ
ティが強調された。それに対して、対象児のピッチ
はほぼ語頭に強調される傾向が強かったが、インテ
ンシティの増減に関しては、語頭、語尾が一定しな
かった。父親と比較すると、対象児のピッチ、イン
テンシティともに増減幅が小さかった。音の長さに
関しては、対象児の音の長さは0.52～0.74secと幅
がみられ、平均値も父親より長かった。次に、「ハイ」
の各パラメータの結果を表６に示す。
表６　「ハイ」のピッチ、インテンシティ、音の長さ
　父親の「ハイ」では、語尾にピッチとインテンシ
ティが強調された。それに対して、対象児のピッチ
は全て語頭に強調される傾向にあったが、インテン
シティの増減に関しては、語頭、語尾が一定しなかっ
た。父親と比較すると、対象児のピッチは増減幅が
小さかったが、インテンシティに関しては父親と同
等の増減幅がみられた。音の長さに関しては、対象
児の音の長さは0.39～0.49secと幅がみられ、平均
値も父親より長かった。次に「ダッコ」の各パラメー
タの結果を表７に示す。
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表７　「ダッコ」のピッチ、インテンシティ、音の長さ
　「ダッコ」に関しては、前にも述べたが「ッ」の
促音が入るため、stop gapの持続時間の測定も行っ
た。まず父親の「ダッコ」は、ピッチでは語頭、イ
ンテンシティでは語尾に強調された。それに対して、
対象児のピッチは語頭に強調される発声もみられた
が、平均的には語頭、語尾の強調が一定であった。
対象児のインテンシティは語頭に強く強調される傾
向にあった。父親と比較すると、対象児のピッチは
増減幅が小さかったが、インテンシティに関しては
父親と同等の増減幅もみられた。音の長さに関して
は、対象児の音の長さは0.50～0.72secと幅がみら
れたが、平均値は父親と差がなかった。stop gapに
関しては、対象児では0.10～0.19sec、平均値が0.148
と父親の1/2の値であった。
６．まとめ
　今回、父親の語りかけに対する対象児の発語に関
して、フォルマントやピッチ、インテンシティなど
の音響的パラメータを用いて検証した。音響的特徴
にもっとも影響を与えるのは声道の長さと形状であ
り、特に生後２年間で急速に成長する。この声道の
発達がもっとも盛んである乳幼児期において、調音
器官をコントロールする方法を学び、多様な発声形
式を獲得していく。今回の対象児はその言語発達形
成過程の最中であり、そのためF1、F2などの数値
にばらつきがみられ、別の母音の周波数に近い数値
がみられることがあった。特に/a/の母音ではF1-F2
のプロットの広がりは大きかったが、/i/の母音に
おいてはプロットの広がりは小さかった。発声時の
舌の位置は母音の種類によって変化することは前に
述べたが、乳幼児にとって発声しやすく、獲得しや
すい母音とそうでない母音があり、舌の位置や開口
度との相互関係が存在するのではないかと考える。
また、「ネズミ」を「ミズミ」、「サケ」を「サキ」
と言い誤るような、子どもによく観察される言い誤
りの現象により、今回得られたデータに変化をもた
らした可能性も否定できない。
　「パパ」、「ハイ」、「ダッコ」の３つの単語を用い
てそれぞれの音に含まれる母音部分のフォルマント
周波数F1-F2の関係を分析し、父親の母音の周波数
と対象児の母音の周波数の平均値差と比較したが、
今回母音によっては対象児の周波数のSDが大きく、
ばらつきの広がりも大きくなったため、一概に平均
値との差が小さいからといって父親の声と近い周波
数の音であるとは判断できなかった。しかし、子ど
もに合わせた特徴的な語りかけ（マザリーズ）によっ
て、養育者の周波数が子どもの周波数に近づくこと
も考えられるのではないだろうか。
　次にプロソディについては、今回の調査で父親の
プロソディと対象児のプロソディを比較してみた
が、父親の語りかけの影響があるような結果はみら
れなかった。対象児にはプロソディに含まれる強勢
アクセントやイントネーションの強弱があまりみら
れず、ほぼ平坦な発声であった。音の長さは、父親
よりもゆっくりとした音の長さであったが、促音
「ッ」の表現が難しいのか、stop gapは父親より短
くなっていた。
　乳幼児の言語発達形成過程において、養育者によ
る話しかけはとても重要である。例えば、聴覚障害
児は言語獲得の前段階で出現する不完全な喃語を発
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するが、その後の標準的喃語以降は出現しないため、
聴覚的なフィードバックが必要であると言われてい
る15）。しかし、今回の研究においては、養育者の語
りかけによる子どもの音響的特徴への影響を見出す
ことはできなかった。その要因として考えられるの
は、今回の研究が対象児の一時期に限定した横断的
観察であった点、また乳幼児期の音声には多様な発
声形式や個人差があるため、正確なフォルマント周
波数やピッチを測定することが難しいという点が挙
げられる。
７．今後の研究課題
　今回の研究では、研究対象児が1症例と少なく、
対象とした単語の数も少なかった。今後の課題とし
ては、研究対象児を増やす、縦断的観察を行うなど、
更なる研究方法の見直しが必要であると考える。ま
た、日本語には15個の子音音素が存在するが、音声
の収録精度を向上させることによって、乳幼児の子
音音素の分析にも取り組みたいと考える。
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